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2019 年度健康科学大学健康科学部入学試験 

小論文試験問題（自己推薦入試Ⅰ期・AO 入試Ⅱ期） 

 

次の文章を読み、あとの問いについて別紙解答用紙に記述しなさい。 

 日本ではいま、独居者が誰にも看取られずに死んで、何週間も経ってから発見される孤独死

が深刻な問題になっている。悲惨な孤独死をする人は友人や社会的つながりをほとんどもた

ず、生前から孤立している人が多い。なぜそうなってしまうのかと言えば、日本特有の事情も

いくつか関係しているように思う。 

 第一に単身世帯（単身者）が増えるなかで、家族の①キズナや職場のつながりが急速に失わ

れていることだ。グローバル競争が激化するなか、日本企業は人件費を抑えるために中高年社

員の②カイコや、若年層の非正規雇用に手を付け始めている。その結果、社会保険もなく低賃

金で家庭ももてない若い非正規労働者や、仕事と家庭を失って孤立する中高年男性が急増して

いる。 

二つ目は、日本人は家族以外の人との付き合いが少なく、社会的インタラクション（互いに

働きかけ合う行為）もさかんではないため、孤立しやすいことが考えられる。ＯＥＣＤ加盟

20 カ国を対象にした調査でも、「日本人の社会的孤立度は先進国で最悪レベル」との結果が出

ている。 

三つ目は、③カイゴ保険や生活保護などを含め従来の社会④ホショウシステムが家族世帯を

前提に設計されているため、最近の単身世帯の急増にうまく対応できていないことがある。 

しかし、ここで注意しなければならないのは、必ずしも単身世帯の増加が、独居者の孤立や

孤独死の増加につながるわけではないということだ。実は、単身世帯の増加は日本に限らずほ

とんどの先進国で起きている。これは世界的な⑤ケイコウなのだ。日本のメディアは、「2030

年には単身世帯が全体の 4 割に迫る。それが孤独死の急増につながるのではないか」と大騒ぎ

しているが、北欧諸国ではすでに 4 割近くになっている。（中略）しかし、これらの北欧諸国で

独居者の孤立や孤独死が深刻な社会問題になっているという話は聞かない。 

また、ニューヨークのマンハッタンでは全世帯の半数以上が単身者だが、私が取材した限り

では住民の多くは孤立していない。ここは世界でもっとも都市環境の⑥ミツドが高い地域の一

つであり、社会的インタラクションがさかんで、人々は多くのつながりをもっているからであ

る。 

A日本のメディアは、「孤独死、孤独死」と少し騒ぎすぎではないかと思う。 

 

(矢部 武 著、ひとりで死んでも孤独じゃない「自立死」先進国アメリカ、新潮新書、2013 年)   



問 1. 本文中の下線部①～⑥のカタカナを漢字にしなさい。 

 

①キズナ    （          ） 

②カイコ    （          ） 

③カイゴ    （          ） 

④ホショウ   （          ） 

⑤ケイコウ   （          ） 

⑥ミツド    （          ） 

 

 

 

 

 

問 2. 下線部Ａの日本のメディアは、「孤独死、孤独死」と少し騒ぎすぎではないかと思う。とい

う筆者の考えに対し、あなた自身の考えを 500字以内で述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2019 年度健康科学大学健康科学部入学試験 

小論文解答用紙（自己推薦入試Ⅰ期・AO 入試Ⅱ期） 

 

受験番号               氏名             

 

問 1. 本文中の下線部①～⑥のカタカナを漢字にしなさい。 

 

①キズナ    （          ） 

②カイコ    （          ） 

③カイゴ    （          ） 

④ホショウ   （          ） 

⑤ケイコウ   （          ） 

⑥ミツド    （          ） 

 

  



問 2. 下線部Ａの日本のメディアは、「孤独死、孤独死」と少し騒ぎすぎではないかと思う。とい

う筆者の考えに対し、あなた自身の考えを 500字以内で述べなさい。 

 

 

〈横書き〉                        （ヨコ 20字×タテ 25 行） 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    



2019 年度健康科学大学健康科学部入学試験 

 小論文解答例（自己推薦入試Ⅰ期・AO 入試Ⅱ期） 

 

 

問 1. 本文中の下線部①～⑥のカタカナを漢字にしなさい。 1 問 5 点×6 問＝30 点 

 

①キズナ    （    絆     ） 

②カイコ    （    解雇    ） 

③カイゴ    （    介護    ） 

④ホショウ   （    保障    ） 

⑤ケイコウ   （    傾向    ） 

⑥ミツド    （    密度    ） 

 

  



問 2．下線部Ａの日本のメディアは、「孤独死、孤独死」と少し騒ぎすぎではないかと思う。とい

う筆者の考えに対し、あなた自身の考えを 500字以内で述べなさい。 70点 

 

採点基準 

1．文字数 （10 点満点） 

450 字以上     10 点  

450 字未満     5 点  

300 字未満     0 点 

 

2．誤字脱字 （10点満点） 

同じ文字の誤字脱字については 1 回のみ減点 

1か所まで     10 点 

3か所まで      5 点 

4か所以上      0 点 

 

3. 文章構成 （20点満点） 

話し言葉、「ですます・である」調の混在、段落分け、適切な句読点、ひらがなの多用 等 

  優れている    20 点 

  やや優れている  15 点 

  普通       10 点 

  やや劣る      5 点 

  劣る        0 点 

 

4．論旨 （30 点満点） 

論旨の展開に一貫性がある、独創性や一般論等を踏まえている 等 

  優れている    30 点 

  やや優れている  25 点 

  普通       20 点 

  やや劣る     10 点 

  劣る        5 点 


